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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月14日(2020.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極板と前記電極板の第１面に設けられた正極と前記電極板の第２面に設けられた負極
とをそれぞれ含む複数のバイポーラ電極がセパレータを介して積層された蓄電モジュール
であって、
　前記複数のバイポーラ電極の積層方向に延在し、前記複数のバイポーラ電極を収容する
筒状の樹脂部を備え、
　前記樹脂部は、前記電極板の周縁部に接合された枠体が前記積層方向に積層された第１
シール部と、前記積層方向に交差する方向において前記第１シール部の外側に設けられた
第２シール部とを有し、
　前記枠体は、前記電極板の前記周縁部に接合された第１枠体と、前記第１枠体上に配置
された第２枠体とを有し、
　前記第２シール部は、前記第１枠体に接合され、隣り合う前記第１枠体間をシールして
おり、
　前記第１枠体の内周端と前記第２枠体の内周端とが前記積層方向に交差する方向におい
て互いに異なる位置にあることによって段差部が形成されており、
　前記第１枠体の前記内周端が、前記第２枠体の前記内周端よりも内側に配置されており
、
　前記段差部には、前記セパレータが配置される、蓄電モジュール。
【請求項２】
　前記第１枠体と前記第２枠体とが、部分的に溶着されている、請求項１に記載の蓄電モ
ジュール。
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【請求項３】
　前記複数のバイポーラ電極と前記樹脂部との間に内部空間が形成されており、
　前記第２枠体には、前記積層方向に交差する方向に前記第２枠体を貫通し、前記内部空
間と連通する開口が形成されている、請求項１又は２に記載の蓄電モジュール。
【請求項４】
　前記第１枠体は、熱可塑性エラストマーからなる、請求項１～３のいずれか一項に記載
の蓄電モジュール。
【請求項５】
　前記第２枠体のヤング率は、前記第１枠体のヤング率よりも大きい、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の蓄電モジュール。
【請求項６】
　前記第２シール部は、前記第２枠体を構成する材料と同じ材料を含む、請求項１～５の
いずれか一項に記載の蓄電モジュール。
【請求項７】
　前記第１枠体の線膨張係数は、前記第２枠体の線膨張係数よりも小さい、請求項１～３
のいずれか一項に記載の蓄電モジュール。
【請求項８】
　前記第１枠体は、樹脂部材と、前記樹脂部材の線膨張係数よりも小さい線膨張係数を有
する部材とを有する、請求項７に記載の蓄電モジュール。
【請求項９】
　前記樹脂部材の線膨張係数よりも小さい線膨張係数を有する前記部材は不織布である、
請求項８に記載の蓄電モジュール。
【請求項１０】
　前記第１枠体を構成する樹脂材料のうち最大の質量百分率を有する樹脂材料が、前記第
２枠体を構成する樹脂材料のうち最大の質量百分率を有する樹脂材料と同じである、請求
項１～９のいずれか一項に記載の蓄電モジュール。
【請求項１１】
　電極板と前記電極板の第１面に設けられた正極と前記電極板の第２面に設けられた負極
とをそれぞれ含む複数のバイポーラ電極がセパレータを介して積層された蓄電モジュール
の製造方法であって、
　前記バイポーラ電極と、前記電極板の周縁部に接合された第１枠体と、前記第１枠体上
に配置された第２枠体と、前記セパレータとを有する電極ユニットを準備する工程と、
　前記複数のバイポーラ電極が前記セパレータを介して積層されるように、前記電極ユニ
ットを積層する工程と、
　隣り合う前記第１枠体間をシールする工程と、
を含み、
　前記電極ユニットを準備する工程では、前記第１枠体の内周端と前記第２枠体の内周端
とが前記電極板の厚み方向に交差する方向において互いに異なる位置にあることによって
段差部が形成されており、前記段差部には、前記セパレータが配置される、蓄電モジュー
ルの製造方法。
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